
平
成
二
十
八
年
八
月
八
日
受
領

答

弁

第

一

号

内
閣
衆
質
一
九
一
第
一
号

平
成
二
十
八
年
八
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
在
日
米
軍
司
令
部
の
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
お
け
る
意
図
的
で
誤
っ
た
情
報
発
信
を
是
正

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
在
日
米
軍
司
令
部
の
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
お
け
る
意
図
的
で
誤
っ
た
情
報
発
信
を

是
正
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に

基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
）
第

二
条
�
（ａ）
の
規
定
に
基
づ
き
我
が
国
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
（
以
下
「
在
日
米
軍
」
と
い
う
。
）
の
使
用
に
供

し
て
い
る
施
設
及
び
区
域
（
以
下
「
米
軍
専
用
施
設
・
区
域
」
と
い
う
。
）
の
面
積
は
、
全
国
で
は
三
億
三
百
六
十
九
万
平

方
メ
ー
ト
ル
、
沖
縄
で
は
二
億
二
千
六
百
十
九
万
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
米
軍
専
用
施
設
・
区
域
の
総
面
積
の
う
ち

沖
縄
に
お
け
る
面
積
の
割
合
は
、
約
七
十
四
・
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

二
及
び
四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
「
在
日
米
軍
司
令
部
が
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
し
て
い
る
「
米
国
の
専
用
施
設
の

三
十
九
％
」
」
の
算
出
根
拠
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、
米
軍
専
用
施
設
・

区
域
の
数
は
、
全
国
で
は
七
十
九
、
沖
縄
で
は
三
十
一
で
あ
り
、
米
軍
専
用
施
設
・
区
域
の
総
数
の
う
ち
沖
縄
に
お
け
る
数

一



の
割
合
は
、
約
三
十
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

全
国
の
米
軍
専
用
施
設
・
区
域
の
面
積
の
約
七
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
沖
縄
県
内
に
集
中
し
て
い
る
現
状
は
、
同
県
民
に
と

っ
て
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
下
、
在
日
米
軍
の
抑
止
力
を
維
持
し
つ
つ
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、
沖
縄

の
皆
様
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
政
府
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
全
て
行
う
と
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ

る
。

五
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
過
去
に
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
異
議
や
異
論
」
が
あ
っ
た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
御
指
摘
の

「
在
日
米
軍
司
令
部
の
ジ
ョ
ン
・
セ
ブ
レ
ン
ス
広
報
次
長
」
の
発
言
の
詳
細
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
お
ら
ず
、
米
側
の
説
明

の
逐
一
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
面
積
の
割
合
を
用
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
米
軍
専
用
施
設
・
区
域
に
係
る
負
担
を
示
す
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
沖
縄
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
米
側
と
共
に
、
政
府
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
全
て
行
う
と
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

二



で
あ
る
。

三


